
大條家ゆかりの茶室
思い出アルバム

2017年7月16日（日）に、大條家菩提寺「徳本寺」で開催の
『とことん味わう江戸時代の 大條家ゆかりの茶室』勉強会

において、皆様からご提供頂いてパネル掲示した
思い出資料と配布資料の一部を、

思い出アルバムとして冊子化いたしました。

当日は、
パネル掲示をゆっくり見て頂く時間がなかったかと思います。

この冊子で補足させて下さい。

2017年8月吉日
ゆかりの茶室にひかりをあてるっちゃＧＯ

山元いいっ茶組

本「思い出アルバム」は、12月完成予定『山元ストーリーブック（仮称）』（お一人につき１冊送付）とは、別のものです。
第3回目勉強会『とことん味わう江戸時代の大條家ゆかりの茶室』の参加者にのみ、補足としてお送りするものです。

・印刷、冊子化、郵送の諸費用は、勉強会にご参加の皆様からの活動費へのカンパを使わせて頂きました。

・冊子化作業は、勉強会主催ポラリスのメンバーにお手伝い頂きました。



２０１６年 夏

昭和末期頃か？

茶室の今昔



メッセージ

【発起人】 ＊五十音順
岩佐大輝（農業法人(株)GRA 代表）
庄司アイ（やまもと民話の会）
早坂文明（曹洞宗 光明山 徳本寺 住職）
三浦寛也（コロンビア大学日本文化イニシアチブ芸術監督・ベイツ大学准教授作曲家）

連絡先：代表 清水ますみ
〒989-2202 宮城県亘理郡山元町高瀬字合戦原30-2 ポラリス「こう・ふくアトリエ」内
電話:090-2528-6107 Email:yamamoto.iicchagumi@gmail.com

町指定文化財の「茶室」（山元町坂元字館下119-2・昭和7年移築）は、老朽化に加え
東日本大震災により著しく損傷しています。
本茶室は、藩政時代に当町域を治めた大條家にゆかりのあるもので仙台藩の茶の湯文化
を伝える希少な遺構であり、東日本大震災によって町内の歴史的建造物が数多く失われた
中で震災を乗り越えて郷土の歴史を伝える貴重な建物でもあります。

茶室が元の姿に戻ったら、私達も町も、もっと元気になれる。
茶室の修復と保存の実現に向けて活動する

山元町民の会。ステキな活用を夢見、考える会。

山元町のゆかりある茶室を
修復・保存して、ステキに活用しよう！

茶室の早急な修復、保存、活用の実現の為に、
技術面、資金面、活用面など様々な角度から、

山元「いいっ茶」組と連携して山元町をサポート・応援する会

 発起人：32名（建築専門家、有識者中心）

代表 永井康雄 山形大学教授・建築史家

山元の地に、大條家に大切に守られたからこそ
残ったこの茶室は、仙台藩の歴史にとっても重要、貴重な財産で
あり、未来に残すべき歴史的建造物です。山元町の皆さまの今ま
でのご努力にエールを送り、心より応援させていただきます。

ゆかりの茶室にひかりを当てるっちゃＧＯ 山元「いいっ茶」組

「大條家ゆかりの茶室の保存と活用を願う会」

ゆかりの茶室にひかりを当てるっちゃＧＯ

山元「いいっ茶」組

地元で頑張る皆さんを応援します！

ボランティアでお手伝い
してくださる方、
募集中！

茶室の写真や、思い出話を
どしどしお寄せください！

大條家ゆかりの茶室の保存と活用を願う会



2016年10月吉日
山元町町長 齋藤 俊夫 様

山元町指定文化財「豊臣秀吉ゆかり茶室（通称）」の修復と保存を求める要望書
及び 山元「いいっ茶」組設立・活動要旨表明書

ゆかりの茶室にひかりを当てるっちゃＧＯ
山元「いいっ茶」組

代表 清水ますみ

私達山元町民は、山元町坂元字館下119-2にある、町指定文化財の「茶室」（通称「豊臣秀吉ゆかり茶
室」）を目にする時、老朽化と損傷で荒廃が加速するその姿に、深い心の痛みを感じざるを得ません。
町民には長年の愛着ある茶室であります。さらに、東日本大震災により多くの歴史的建造物が失われ
た中、震災をのり超えて残された、町の歴史を伝える貴重な文化財と認識しております。町復興の兆しも
見えてきたからでしょうか、茶室が元の姿に戻ったら私達も町も、もっと元気になれるという思いも湧いて
参ります。
そこで私達は、茶室の修復と保存の実現に向けて活動する会として、
ゆかりの茶室にひかりを当てるっちゃＧＯ  山元「いいっ茶」組

を設立いたしました。町内から聞こえてくる茶室への思いや、保存を願う声、修復や活用についての意見
やアイディアを結集し、役場の皆さまとご一緒に、実現に向けて活動を始めたいと思います。
つきましては、山元「いいっ茶」組は、以下を要望し、活動の要旨を表明いたします。

【要 望】
町指定文化財の「茶室」の修復と保存を要望いたします。

特に、早急の要望として、
・茶室損傷を防ぐための防護策（カバーシートなど）を早急にこうじること
・防護していることを説明するボード（立て看板）を、茶室前に設置すること
・専門家による茶室来歴や建築物としての検証・調査を、即、開始すること

【活動要旨】
おりしも、震災後の文化庁の「東日本大震災被災文化財建造物復旧支援事業（文化財ドクター派遣事
業）」による調査で茶室修復の助言がなされ、調査された専門家の方々を中心に、早急な修復、保存、活
用、実現の為に、技術面、資金面、活用面など様々な角度から山元町をサポート・応援する「大條家ゆ
かりの茶室の保存と活用を願う会」が設立されるとお聞きしました。ここには、専門的で広い視点での「茶
室」の歴史的意義についての示唆もあり、山元町民として改めて、茶室の修復と保存に向けた活動が、
責任の重いものであることを痛感した次第です。
山元「いいっ茶」組は、「大條家ゆかりの茶室の保存と活用を願う会」の山元町発起人としても登録し、
アドバイスも頂き、連携しながら活動させて頂く所存です。

今後以下の活動を行い、町役場に協力させて頂きます。
・修復・保存を求める声を、町内外から広く集めて、町役場に随時お届けします
・資金調達においては、募金、助成金、寄付、ファンドなどを多角的に検討して、
協力いたします
・町民への茶室に関する情報の発信（勉強会、講演会、チラシなど）を積極的にお
こないます
・町役場と情報交換、話し合いの機会をつくり、着実な進捗に協力します
・保存後の活用・維持について、意見やアイディアを集め、実現可能な具体的活用
策を提案し、町の活性化に寄与いたします

以 上

役場に提出した要望書



茶室に関する山元町役場との経緯

2016年夏
・文化財ドクター（＊）による茶室の再点検と生涯学習課と面会
・「大條家ゆかりの茶室の保存と活用を願う会」発足

＊建築等の専門家・有識者の会
代表 永井康雄（山形大学） 発起人 26名

2016年初秋
・ゆかりの茶室にひかりをあてるっちゃＧＯ「山元いいっ茶組」発足 ＊山元町地元の会

代表 清水ますみ（ポラリス こう・ふくアトリエ） 発起人 4名

2016年11月 第1回目 茶室勉強会（於 合戦原学堂）
学ぼう。山元町のすごい歴史

～古代の線刻壁画と江戸の大條家ゆかりの茶室～
講師 永井康雄（（山形大学） 参加者：約90名

2016年冬 署名と寄付 集め ＊別添１

2017年1月３１日
山元町長に面会
・養生カバーの即設置と、修復・保存の要請
・著名、寄付金を手渡す
・協力の表明

2017年1月
「山元町茶室仮養生工事概算見積書」の提出

2017年２月
「山元町茶室調査報告書作成について」の提出

2017年4月
役場から、寄付金の領収書と寄付採納受託 の受領 ＊別添２（省略）

2017年6月19日
文化財保護委員会の「茶室等の保存活用の再検討」 満場一致で採択

2017年7月
茶室養生カバーの発注

2017年7月 第2回目 勉強会（於 徳本寺）
学ぼう。山元町のすごい歴史
～とことん味わう 江戸の大條家ゆかりの茶室～

2017年８月 山元「いいっ茶」組

2017年2月7日 河北新報
「仙台藩家臣・大條家ゆかりの茶室
／大震災で被害修復手付かず」

■：山元町役場関連

2017年5月10日 河北新報
「談 物理学者 伊達宗行さん」
茶室は江戸時代、藩主の後継者問
題で功績を挙げた先祖が、殿様から
賜ったものです。

2017年８月７日 河北新報
「被災の山元町文化財「大條家
ゆかりの茶室」
修復・活用へ町民ら奮闘

（＊）文化財ドクター
2012年度文化庁の東日本大
震災文化財建造物復旧支援事
業による調査



別添１

町長に手渡した
・寄付集計と内訳
・署名のまとめ

2017年7月16日 山元「いいっ茶」組



大條家の家紋

語り継がれる美男の殿様 ーご帰館時の行列ー
昭和47年（1972年） 丸山大蔵



坂元郵便局開局100年記念はがき 昭和55年（1980年）

「拓郷」創刊号の茶室と大手門 昭和47年（1972年）
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茶室を愛し、
茶道を教えた
内山照子先生



島田紅帆
ホトトギス同人

昭和47年（1972年）

茶室の内山邸の梅を詠む
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茶室の思い出写真



ー茶室の姿。外の柱が、松の木が、板倉が…ー

茶室の思い出写真



ー 茶室の中は、こんな風だった。
床の間、棚、襖、障子、掛軸、額、お釜 ー

茶室の思い出写真



坂元小学校に通っていた。
坂元には他に見るべき珍しいものもなかったし、
茶室とその敷地は、おいそれとは入れない、特別なところと思って、通学時に見
ていた。時には覗いて見たりした。
茶室がとても立派だった。殿様の茶室だと聞かされていた。つつじがとてもきれ
いだった。

レストランオーナー（６０代）

よせられた茶室の思い出

剣道をやっていたので、坂元小学校で試合があると、
試合行き帰りには、立派だ、威厳あるな～、いったい何
だろうなと興味もって眺めていた。

Ｍ．Ｓ（５０代）

私の記憶の中で一番古いと思われるもの
祖母（佐藤家から嫁に来ました）が日参（ほとんど毎日のように「お三の丸」にご機嫌う
かがいに上がってました）した折に、頂いて来る和紙（後に懐紙と知りました）に包まれた
上品な干菓子（和三盆だったのでしょうね）。祖母は決して間食をしない人でしたので、千
代（チヨ）さん（お茶の先生の名で照子（テルコ）さんとも言われてました）が持たせてくれ
たものです。祖母は必ず私にくれました。
（次期ご家督さまなので）お三の丸の人達は私達とは違うのだと思っていました。
ご門（大手門）に、流行り病の印、赤い布だったか、わらで作ったものだったか忘れてしま
いましたが、何かが下がると急いであんこ餅を作った記憶があります。小学校に入る前頃
だったかと。
ずっと「内山さん」とか「お茶室」とか言わずに「お三の丸」と言っていました。
お茶のお稽古にあがるようになったのは、大学を卒業して家に帰って来てからです。その
後、仙台や東京で勤めたりしたので、休んだ期間もありますが、先生が亡くなるまで通い
ました。
いろいろな事が、次々と思い出されるのですが、今となっては口にすると悲しくなるばか
りです。

妙見（６０代）

小学生の頃、通学で必ず 茶室の前を通るわけですが、常に門の戸びらはしまっていて、
誰のお家なんだろうと思っていました。そこが一年に何日か開いている時があり、のぞ
いてみると、池があってツツジの花がぐるっと縁どるように咲いていて、秘密の花園のよ
うな風景に見とれてしまったことを覚えています。

しかし、残念なことに、その頃は歴史的なこととか、何をする建物かなど知らないまま
６０才を過ぎました。ほんとうに地元にそんな歴史を感じられるものがあったこと 山元
町民にもアピール不足です。子どもさんたちにも、ぜひ知っていただき、歴史を感じて
もらいたいです。

Ｈ．Ｋ（６０代）

思い出話を
集めています。

どしどしお寄せください



私がなかば荒唐無稽に思い描いている茶室修復後の活用への夢とアイディアを、お送りしたいと思いま
す。
地方再生という言葉が飛び交うようになったのは、バブル絶頂期にあった竹下政権のふるさと創成事業
からでしょうか。しかし、いま考えてみると「地方」再生という言葉は、紛れもなく東京という中心から見た、
いわば辺境的な「地方」というニュアンスも否めません。それから20年以上の歳月が流れ、震災が起こり、
山元町のような被災地にとって地方再生ならぬ地域再生という言葉は、今まさに切実なものとなりました。
日本語の、「くに」という概念は、そもそも「近代国家」とは異なるように思えます。その昔、「くに」といえば、
旧藩を指し、旧藩ほどのサイズが日本人にとって想像しやすい「くに＝共同体」なのかもしれません。旧藩
は、現在の自治体とはサイズもシステムも違いますが、仙台「藩」の仙台城にあった唯一の遺構である、こ
の山元町の茶室を修復して活用すると言うことは、まさに「くに」としての地域再生にふさわしい事業のよ
うに思えます。
しかし、いまだに仮設住宅で生活されている方々のことを考えると、文化施設の修復という作業は、優
先順位の最下位に位置するような、非常識な案件のように思われるかもしれません。その一方で、人口減
少が震災前から続いている町の状況を考えると、コミュニティの中心となる拠点から、交流人口を増やす
きっかけを作り出していくことも、想像の射程に入れる必要があると思います。
この山元町の茶室について、キリギス出身のアーティストの友人と話す機会があり、修復された後の茶室
の活用方法にも話が及びました。彼女の出身地であるキリギスでは、シルクロード沿いにチャイハナと呼ば
れるティーハウスが昔からあって、中央アジアをキャラバンが行き来していた時代、商人たちはそこで荷を
下ろし、商いをしながら、遠い地で見た珍しい動物や、異国に住むエキゾチックな人々の話に花を咲かせ
たりしていました。それを聞く地元の人々は、寝転んだり頬杖をついたりして、パイプをくゆらせながら、詩
人の語る叙事詩や音楽に耳を傾けたり、宗教や政治について、意見をたたかわせたりしていました。いっ
てみれば、チャイハナは、コンサートホールであり、公民館であり、市場でもあったわけです。茶を飲むという
行為は、茶を飲むという行為それ以上のものである、ということは利休の茶の湯がしめしてくれているわけ
ですが、日本以外の文化圏の中でも茶を飲むという行為から、情報の伝達と物流が起こり、そこからコ
ミュニティが発生していった事実は見逃せません。
たとえば、町の人たちが憩える場としての茶室、またはそれに併設したカフェや地元の特産品を売るコー
ナーを設ける一方で、茶を飲むという行為、または茶の湯というテーマをもとに、世界のアーティストに作品
のアイディアを募り、優れたアイディアを出したアーティストを招聘し、アーティストレジデンシーとして機能さ
せていくことはできないでしょうか？
アーティストレジデンシーというシステムは、その言葉通りアーティストが地元のコミュニティで生活をし、地
域住民との交流を図りながら、アートを作る場のことであり、作る人、地域で支える人、そして作品を見に
訪れる人々と、交流が生まれる地域振興の装置として世界中でいろいろな試みが行われています。私自
身も、スペイン・アンダルシアの人口3000人ほどの小さな村にあるレジデンシーや、マレーシア東部の民
家を使ったプログラム、またはアルゼンチンのブエノスアイレスの個人のギャラリーが主催しているレジデン
シーなどで創作をさせて頂く機会があり、よそ者のアーティストとして、数週間からふた月ほど、それぞれの
場所に滞在しながら、さまざまな地域とアートの共生の方法を実体験することができました。
茶の湯文化は、茶を一服するという日常の行為を洗練させることによって芸道へと昇華した経緯があり、
茶室がサロンのような役割をはたしながら、立花や茶の湯、日本の水墨画という、東山文化を形成してい
きました。アーティスト＝芸道者が生活に密着し、生活そのものの見方を変えるという意図に置いて、21
世紀のアーティストレジデンシーとつながる部分が大いにあるような気がします。また、千利休自刃のあと、
秀吉の茶頭となった古田織部は、キリスト教を通じて流入した外国文化を茶の湯に大胆に取り入れ、和漢、
そして西洋のルーツを織り交ぜた、きわめて日本的な編集力を生かした文化の礎をつくったともいえます。
ここで茶の湯は国境を越えた文化の受け皿としても機能したわけです。
そう考えると、この山元町が持つ茶室は、山元町という「くに」から世界に発信できる装置になる得るの
ではないでしょうか？

三浦寛也さん（「いいっ茶」組発起人）の茶室活用について

私はアメリカのメイン州に住み、ベイツ大学というリベラル・アーツカレッジで作曲を教えておりますが、2005年から
コロンビア大学の中世日本研究所で、雅楽と邦楽のプログラムを中心とした日本文化によって国際交流を深め、
後生に伝えていく活動もさせて頂いております。
父の実家が茶室から歩いて数分の坂元にあり、20数年前両親も仙台から坂元へ戻り、現在も生活しております。
また徳本寺は三浦家の菩提寺として代々お世話いただいており、私も山元町に毎年里帰りするたびに、お墓参り
と茶室を訪れるというのが習慣になっています。



アンケートのまとめ
ー茶室をどんな風に使いたいですか？

利用アイディアをお聞かせください。ー

２０１７年１月３１日 山元「いいっ茶」組
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町

山
元
町
近
隣(

県
内
）

宮
城
県
外

キーワード

誰もが使える・気軽に・自由に
やすらぎ・憩い 楽しく集まる
コミュニケーションの場
カフェ コンサート 朗読会 句会
観光名所
町の活性化
茶の湯文化 お茶会 茶道
子供の茶道経験
伝統文化 歴史、文化 遺産
後世に残すを

歴史と伝統文化が感じられる
雰囲気がある
大人も子供も、気軽に自由に、
やすらぎ、楽しく憩える、
コミュニケーションの場所が欲しい!!
＊公民館などの現代建築でないもの
・後世に残す場所、遺産である
・観光名所
・町を活性化する場所

散策路 ロケ地
先進的芸術との組み合わせ
つどう場所 茶の湯を通した憩いの場
読書会 朗読会 カフェ（出前） お茶サロン
国際交流 関西などとの交流
小中学生と高齢者の交流
子供茶道 茶の湯体験 お茶会
気軽 足の悪い人も 自由に
山元を離れているが一緒に活動したい
歴史が感じられる 歴史と文化を継ぐ場

町外からも自由に 気軽、多くの人に
ツアーを
子供達の文化教育の場 茶室教室 本格的茶の湯
歴史を大切にする空間 町の宝もの 文化を感じる
庭も整備して避難場所としても

交流の場に
・国際交流
・東北以外の地域交流
・子供と老人交流
・茶道と先進芸術

帰省の楽しみの場に
・歴史が感じられる空間
・歴史と文化を継ぐ場

・茶道を学ぶ場
・子供（小中学生）茶道
・本格的お茶会

歴史を大切に
町外からも気軽に
・文化教育の場
・町の宝もの

・コンサート
・朗読会/読書会/句会
・カフェ/お茶サロン

・子供の文化教育
・歴史勉強

・散策路 ・ロケ地 ・ツアー ・庭は避難場所として

2016年末～
2017年1月
署名と

一緒に収集
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